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公共図書館における電子書籍利活用の諸問題と提供モデルの考察 
－社会的諸相から見た電子書籍の流通システム－ 
Problems of utilization and delivery models for e-books in public libraries 




























































































































































































































































  図表：2.4-1 資料貸出の1冊あたりに要する経費 
   経費（円）  年間貸出冊数(冊） 1冊貸出あたりの経費(円） 




資料費（電子書籍） B 3,326,223 ② 6,509 B÷（②×4）＋9.2 137 





分の 1 のコスト（（F+G+H）÷3=232,901,347 円）が
適当であると考えられる。 
※ L とM は図書館情報システム開発費のため，5 年リプ
レースを考慮し5で除している。 
統計数値出典： 




TRCマーク使用料 D 3,045,000  









































































































さらに，1999 年 2 月に，納本制度調査会から国立国
会図書館長へ「21世紀を展望した我が国の納本制度の
在り方－電子出版物を中心に－」28という答申が出さ
































2003 年のユネスコ第 32 回総会33において「デジタル
遺産の保存に関する憲章（ Charter on the 









2000 年度から2009 年度当初予算までの10 年間の合
計約 14 億円の電子化予算に比べると，急激な増額で







































































































































































































































「Google Book Search（Google Books）」をめぐり，
Google と米国の作家団体 Authors Guild などが合意
した集団訴訟の和解案について，米ニューヨーク南地















る58。その後，米ニューヨーク連邦地裁は 2011 年 7
月19日，Google Book Search和解当事者たちから状
況ヒアリングを行なったが，修正案が期限までに提出
されなかったため，同年 9 月 15 日に再度延期され，
状況ヒアリングが行なわれた。しかし，修正案は再び


























































































































図表4.1-1 米国電子書籍市場規模の推移 出典：AAP（The Association of American Publishers） 
  Actual Reported Sales 
  2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
Trade Print 3,897.7 3,838.3 3,794.7 5,058.5 5,036.4 5,457.9 5,158.0 5,127.1 4,864.0 
Ebooks 2.1 6.0 9.3 16.0 25.2 31.7 61.3 169.5 441.3 
Total Trade 3,899.8 3,844.3 3,804.0 5,074.5 5,061.6 5,489.6 5,219.3 5,296.6 5,305.3 
ebook Share of Total 0.05% 0.16% 0.24% 0.32% 0.50% 0.58% 1.17% 3.20% 8.32% 
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出典：『電子書籍ビジネス調査報告書2011』（インプレスR&D，2011，p.211）[出所：AAP（The Association of American 
Publishers）] 
売上金額単位：百万ドル 
分類 2010年度売上金額 前年度比 
成人向けハードカバ  ー US$1,570.0 -5.1% 
成人向けペーパーバック US$1,380,0 -2.0% 
成人向け大衆書 US$673.5 -6.3% 
子供／青少年向け書籍 US$546.6 -5.7% 
オーディオブック（ダウンロード） US$81.9 38.8% 
オーディオブック（パッケージ） US$137.3 -6.3% 
















































 日本の電子書籍市場は，2010 年 3 月末時点（2009
年度）には約 574 億円（前年比 27.6％増）であり，
同年出版界の総売上額１兆9750億1310万円(同3.2%











































































































































































































（年末） FTTH DSL CATV FWA BWA 合計 
平成16 243 1,333 290 3 0 1,869
17 463 1,448 325 2 0 2,238
18 793 1,424 357 1 0 2,574
19 1,133 1,313 383 1 0 2,830
20 1,442 1,160 408 1 0 3,012
21 1,721 1,013 430 1 7 3,172

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（International Federation of Library Associations 
and Institutions：以下 IFLAと記述）著作権等法的問
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http://www.mofo.com/files/Uploads/Images/110207-
Privacy-in-the-Cloud.pdf[引用日：2011-12-23] 
February 14．2011，Privacy in the Cloud: A Legal 
Framework for Moving Personal Data to the Cloud 
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2011-12-23]2010年8月3日「Pricing of E-Books 






































2011-12-23] AAP Publishers Report Strong Growth 
in Year-to-Year．Year-End Book Sales Wednesday．
16 February 2011 
72 [前掲] 注46，p.211 出所：AAP（The Association 
















paper/index.html[引用日：2011-12-23] 米国E Ink 社
                                                                               










































































































































































































































































































































の欧州理事会指令」Council Directive 92/100/EEC of 
19 November 1992 on rental right and lending right 




































（Public Lending Right Act 1979）を定めている。こ
の公貸権法のもとで，1982年に，図書館の資料貸出し
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事務局（Public Lending Right Office）自体の廃止と
新しい団体へと引き継がれたことなど，最近の動向が
報告されている。 
140 南はこの原因として，「図書館における貸出しと著
作者や出版社の経済的利益の損失との因果関係に対す
る疑問や，制度が導入された際の業務増大への不安感，
財政的な影響および支出の困難さを解決する必要があ
ったためではないか」（ [前掲]注132 『現代の図書館』
40（4）2002.12，p.218-219）と分析している。 
141 著作者人格権には，公表権（著作権法第18条），
氏名表示権（同法第19条），同一性保持権（同法第20
条）があり，著作財産権とは違い，他人に譲渡するこ
とができない。 
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